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膵がん早期発見プロジェクト

自覚症状も出にくく、早期発見が難しい膵がんの“リスク因子”を地域のクリニック（かかりつけ医）にて拾い上げることで、

三重県内の膵がん患者の早期発見と早期治療を推進し、生存率の向上を目指すもの。

目的

本プロジェクトは、まずかかりつけ医が、問診や血液検査、エコー検査の結果に基づき、膵がんのリスクの有無を

判断するものであり、膵がんに特徴的なリスク因子に基づいた一定の指標を導入することで、専門医でなくても

判断ができるようになっている。

万が一、リスク因子が多いと判断された方は、念のため膵がんを疑い、地域の中核病院や三重大学医学部附属

病院での精密検査を受けていただくことができる。

その後、膵がんが認められた場合には、三重大学医学部附属病院の膵がん専門医による治療へ迅速に移行

できるように連携する。

内容
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県民向けチラシ 医療機関向けチラシ
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